
内
閣
衆
質
一
六
四
第
二
五
六
号

平
成
十
八
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
松
木
謙
�
君
提
出
ふ
る
さ
と
銀
河
線
廃
止
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

二

五

六

号



衆
議
院
議
員
松
木
謙
公
君
提
出
ふ
る
さ
と
銀
河
線
廃
止
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
は
、
鉄
道
事
業
を
廃
止
し
た
者
（
以
下
「
旧
鉄
道
事
業
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道

株
式
会
社
か
ら
、
同
社
の
所
有
す
る
財
産
の
処
分
に
関
す
る
計
画
及
び
解
散
の
時
期
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
る
立
場
に
な

く
、
承
知
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

鉄
道
に
関
す
る
法
令
上
、
旧
鉄
道
事
業
者
が
鉄
道
事
業
廃
止
後
の
旧
鉄
道
施
設
の
全
部
を
早
急
に
撤
去
す
べ
き
義
務
は
な

い
。

三
に
つ
い
て

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
九
条
は
、
鉄
道
事
業
者
た
る
法
人
の
解
散
に
関
す
る
規
定
で

あ
る
た
め
、
旧
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

四
に
つ
い
て

鉄
道
事
業
の
廃
止
、
清
算
及
び
財
産
処
分
に
係
る
手
続
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
（
鉄
道
事

一



業
の
廃
止
後
に
お
い
て
は
旧
鉄
道
事
業
者
）
が
、
関
係
法
令
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
自
ら
判
断
す
る
問
題
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
は
、
旧
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
、
同
社
の
所
有
す
る
財
産
の
売
却
に

関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
る
立
場
に
な
く
、
承
知
し
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
は
、
旧
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
鉄
道
事
業
の
廃
止
後
の
財
産

の
処
分
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
指
導
を
行
う
立
場
に
な
い
。

二


